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デジタルは、事業のありたい姿を形づくり、組織の競争力を高め
るために欠かせない要素です。全社員が情報資産を活用し、現
状の課題をデータに基づいて解決できる環境を整えることが、
私の使命だと考えています。
　DX・デジタル活用を進める過程で、各職場の声に耳を傾ける
と「情報共有が不安」「個人のスキルや上司の理解が不足してい
る」「通常業務が多忙で時間・コストをかけられない」といった
課題が浮かび上がりました。
　これらの現状を踏まえ、デンソーでデジタル変革を進め、競争
力を高めるための成功への道筋として、いきなりデジタル化を
推し進めるのではなく、まず今の仕事を簡素化・標準化し、デー
タやナレッジを集約した上で自動化を進めるという実践的な 
ステップを着実に進めています。デジタル変革をリードする立場
であるITデジタル本部内にも、現場の実態・課題に寄り添った
デジタル化を進めるよう徹底し、2024年度は以下の3つの柱で
デジタル戦略を推進しています。
　1つ目は、デジタル基盤の整備です。2021年度にデンソーは、
北米と欧州のグループ会社で不正アクセスをはじめとする相次
ぐサイバー攻撃を確認しました。このような事故により関係者に
ご迷惑をおかけしてはならないという強い意思のもと、グルー

プ全体で対策を強化しセキュリティ基盤を強固にしました。今後
は、サプライチェーンやバリューチェーン全体にセキュリティ基
盤構築の活動を広げ、より安心・安全・快適に働くことができる
環境を整えていきます。
　また、世界約16万人のグループ社員がデジタルでつながる
インフラ基盤を整備しています。製造現場を含む全社員がデジ
タル端末を使い、現場発の創意工夫でデータを活用した業務変
革を進めています。今後は生成AIを適用し、さらなる基盤の高
度化を進めていきます。
　2つ目は、デジタルマインドの醸成です。どれだけ高度なデジ
タルツールでも、ツールが主役になることはありません。デジタ
ル技術やデータを高度に活用し、競争力を高めることができる
デジタル活用人財を育成すべく、全社員を対象にした研修を実
施しています。全社の施策と位置付け、人事部門と情報部門が
ワンチームとなり、組織・役職・個人別のデジタル活用状況を可
視化するとともに、職場・個人に寄り添った支援を行っていきま
す。（人的資本  P. 52–56 ）

　3つ目は、業務プロセスの標準化・自動化です。デンソーが大
切にしてきた「リーン・オートメーション（ムダを徹底排除した自
動生産システム）」の考えに基づき、簡素化・標準化・集中化・
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デジタル化による価値創造事例

サステナビリティ経営の進化を支える、基幹業務のグローバル連携とデータ一元化
会社の基幹情報をグローバルに標準化・デジタル化し、連携することで、業務のスピードと質を飛躍的に高めることを目指しています。
その取り組みの一つである経営基盤DXでは、財務情報と非財務情報を一元化し、経営状況をダッシュボードで可視化することで、 
課題抽出を支援し、グローバル視点での迅速な経営判断を実現します。事業企画業務プロセスの標準化・自動化を実現する事業損益
管理システムの構築と主要拠点への導入を2024年内までに完了し、2025年にはAIや最適化の最新テクノロジーを活用し、シナリオ

（環境変化）に応じた利益最大化のシミュレーションを可能にして、分析・意思決定の高度化を図ります。2025年以降には非財務情報
を含むデータのシステム統合を実施し、サステナビリティ経営の進化を支えます。

新価値創造に適した環境を構築する、デジタルワークプレイス・ITインフラの整備
グローバルのデンソーグループ全社員が、オフィスや工場の垣根なく、常時双方向につながるための「1人1台デジタルデバイス・
M365」導入プロジェクトを2019年度から順次スタートし、時間・場所・デバイスの制約を受けない仕事環境を実現しました。この 

「いつでもどこでも誰とでも」つながるデバイス・コ
ミュニケーションツールをベースに、2024年度は生
成AIなどを活用した仕事・手続き自動化と、DX推進
を目指しています。生成AIとデータドリブン開発の融
合などAIをフル活用することで、誰もが平等にデジタ
ルを活用し、創造的な業務へシフトして新価値創出に
注力できるよう支援しています。

自動化のステップで業務プロセスの変革を進めていきます。基
幹情報のデジタル化で、工程・分野間の情報連携を飛躍的に進
化させるとともに、各現場業務は、デジタル活用人財となった社
員自らが業務を見つめ直し、デジタル基盤を使いこなして改善・
改革することを目指します。
　2024年度の重点的な取り組みとして、生成AIを適用するこ
とで業務の効率化とコスト削減を実現し、現場の余力・活力を
創出します。中長期的には現場で生まれた余力・活力を活用し、
総智・総力でデジタル変革を推進し、事業を支える全社の業務

プロセス変革を進め、組織力・競争力を高めることで持続可能
な成長を目指します。
　デンソーには、現場の課題を大きな視点で捉え、技術で解決
していくことで、社会に価値を還元していく力が備わっています。
デンソーが1994年に発表したQRコード®を例に見ても、現在
世界中で人々の生活に浸透し、社会貢献を果たしています。
デンソーの事業・組織にデジタルの力を実装することで、競争
力を高め、さらに社会に価値を提供できる企業へと変革させて
いきます。

プロセスの標準化・自動化
業務全体を俯瞰し、組織をまたぐ最適プロセス

圧倒的な業務スピード向上／データに基づく意思決定の高度化

全社DXの実現

デジタル基盤の整備
安心・安全・快適に働くことができる環境の構築

デジタルマインドの醸成
全社員がデジタル・データを当たり前に活用

業界を挙げて安全なIT環境をつくり上げる、情報セキュリティの取り組み
2021年度に相次いでサイバー攻撃を受けたことを省み、グループ全
体でサイバー攻撃への対応を強化してきました。①機密情報の管理強
化やAIによる不審メールの排除など多層防御環境の構築、②全社員
に対するセキュリティ教育による意識向上、③グローバルガバナンス
の徹底を通じて再発防止を図っています。今後も、先進IT技術を積極
的に活用し、不審な攻撃を精度高く検知・防御するとともに、サイバー
攻撃を想定した有事対応訓練を継続的に行い、万全の備えをしていき
ます。また、サイバー攻撃に強いサプライチェーンを業界を挙げて築き
上げるべく、安全なIT環境構築を目指す「自動車産業サイバーセキュ
リティガイドライン」に基づき、ステークホルダーの皆様と共に継続的
なセキュリティ品質のレベルアップを図っていきます。

ITによる多層防御で
いつでもどこでも安全にIT環境を利用

リスクの増加

DX推進による
クラウド活用の増加

協業による
社外ユーザーの増加

自宅 オフィス 工場

業務を支えるプロセス改革をデジタル活用で進め、組織力・競争力を高める
目指す姿
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